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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年3月6日(2014.3.6)

【公表番号】特表2012-522113(P2012-522113A)
【公表日】平成24年9月20日(2012.9.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-038
【出願番号】特願2012-503527(P2012-503527)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/1539   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/17     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/40    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  63/00    　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｋ   5/1539  　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/17    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/22    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年1月20日(2014.1.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　（ｉ）エポキシ樹脂とエポキシド硬化剤系との反応生成物であって、エポキシ樹脂が、
少なくとも１個の芳香族部分又は芳香族部分に水素付加することにより誘導可能な環状部
分を含み、かつ、エポキシ樹脂が芳香族アミン部分を含有せず、エポキシド硬化剤系が、
　　（ａ）カルボン酸無水物と、
　　（ｂ）約３０℃～約１００℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基
を含有する、第一アミンと、
　　（ｃ）約５０℃～約１８０℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基
を有する、第二アミンと、を含み、第一及び第二アミンは、これらが融点において少なく
とも１０℃の差を有するように選択され、第一及び第二アミンはカルボン酸無水物と比較
したときに少重量で含有されるものである、反応生成物を含む硬化済み組成物も提供され
、
　組成物は、更に、
　（ｉｉ）硬化性組成物の密度を低減させることができる充填剤、並びに、所望により、
　（ｉｉｉ）
　　（ａ）アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニウム族の水酸化物を含む群から選択さ
れる少なくとも１つの化合物と、
　　（ｂ）少なくとも１つのリン含有材料と、の混合物を含む難燃性系、を含む、硬化済
み組成物も提供される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　難燃性組成物を作製するために、組成物は更に、
　（ａ）アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニウム族の水酸化物を含む群から選択され
る少なくとも１つの化合物と、
　（ｂ）少なくとも１つのリン含有材料と、の混合物を含む難燃性系、を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　難燃性系：
　本発明の前駆体及び硬化済み組成物は、（１）アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニ
ウム族の水酸化物を含む群から選択される少なくとも１つの化合物と、（２）少なくとも
１つのリン含有材料と、の混合物を含む難燃性系を更に含んでもよい。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニウム族の水酸化物を含む群（１）の化合物は、
多くの場合、煙抑制剤と呼ばれる。特に好ましい化合物としては、アルミニウム三水和物
（＝酸化アルミニウム三水和物、場合によってはアルミニウム水酸化物とも呼ばれる）及
び水酸化マグネシウムが挙げられる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１４】
　以下に、本願発明に関連する発明の実施形態について列挙する。
［実施形態１］
　硬化性組成物であって、
　（ｉ）少なくとも１個の芳香族部分又は芳香族部分に水素付加することにより誘導可能
な環状部分を含み、かつ、芳香族アミン部分を含有しない、少なくとも１つのエポキシ樹
脂、
　（ｉｉ）
　　（ａ）カルボン酸無水物と、
　　（ｂ）約３０℃～約１００℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基
を含有する、第一アミンと、
　　（ｃ）約５０℃～約１８０℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基
を有する、第二アミンと、を含むエポキシド硬化剤系であって、前記第一及び第二アミン
は、これらが融点において少なくとも１０℃の差を有するように選択され、前記第一及び
第二アミンは前記カルボン酸無水物と比較したときに少重量で含有されるものである、エ
ポキシド硬化剤系、
　（ｉｉｉ）前記硬化性組成物の密度を低減させることができる充填剤、並びに、所望に
より、
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　（ｉｖ）
　　（ａ）アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニウム族の水酸化物を含む群から選択さ
れる少なくとも１つの化合物と、
　　（ｂ）少なくとも１つのリン含有材料と、の混合物を含む難燃性系、を含む、硬化性
組成物。
［実施形態２］
　６．３５ｍｍの直径を有する円形開口を通して、２５℃の温度及び５ｂａｒ（５００ｋ
Ｐａ）の圧力にて６０秒にわたって押し出されたときに、約５０ｇ／分～約３００ｇ／分
の初期押し出し速度を有する、実施形態１に記載の硬化性組成物。
［実施形態３］
　６．３５ｍｍの直径を有する円形開口を通して、２５℃の温度及び５ｂａｒ（５００ｋ
Ｐａ）の圧力にて６０秒にわたって押し出されたときに、約５０ｇ／分～約３００ｇ／分
の初期押し出し速度、並びに、調製の３日後及び５日後に約５０ｇ／分～約３００ｇ／分
の押し出し速度を有する、実施形態１又は２に記載の硬化性組成物。
［実施形態４］
　６０℃未満の発熱度を有する、実施形態１～３のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
［実施形態５］
　６０℃未満の発熱度、並びに、２３℃にて少なくとも６０ＭＰａ、１３５℃にて少なく
とも３５ＭＰａ及び１５０℃にて少なくとも２０ＭＰａの、硬化後の圧縮強度を有する、
実施形態１～４のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
［実施形態６］
　前記有機エポキシドが本質的にハロゲンを含まない、実施形態１～５のいずれか一項に
記載の硬化性組成物。
［実施形態７］
　前記エポキシ樹脂が、未置換又はアルキル置換であってもよい一価、二価又は三価フェ
ノールから誘導される繰り返し単位を含有し、並びに、グリシジルエーテル部分を更に含
む、実施形態１～６のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
［実施形態８］
　前記エポキシ樹脂がノボラック樹脂である、実施形態１～７のいずれか一項に記載の硬
化性組成物。
［実施形態９］
　前記組成物の重量を低減させることができる充填剤が、無機中空粒子を含む、実施形態
１～８のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
［実施形態１０］
　１０～７０重量％の前記エポキシ樹脂、１～５５重量％の前記エポキシド硬化剤系、及
び、１０～６０重量％の前記組成物の重量を低減させることができる充填剤、及び、存在
する場合には、５～５０重量％の前記難燃性系を含有し、ここで、重量百分率は、前記組
成物の合計量に基づき、重量百分率の合計量は１００％となる、実施形態１～９のいずれ
か一項に記載の硬化性組成物。
［実施形態１１］
　硬化済み組成物であって、
　（ｉ）エポキシ樹脂とエポキシド硬化剤系との反応生成物であって、前記エポキシ樹脂
が、少なくとも１個の芳香族部分又は芳香族部分に水素付加することにより誘導可能な環
状部分を含み、かつ、前記エポキシ樹脂が芳香族アミン部分を含有せず、前記エポキシド
硬化剤系が、
　　（ａ）カルボン酸無水物と、
　　（ｂ）約３０℃～約１００℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基
を含有する、第一アミンと、
　　（ｃ）約５０℃～約１８０℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基
を有する、第二アミンと、を含み、前記第一及び第二アミンは、これらが融点において少
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なくとも１０℃の差を有するように選択され、前記第一及び第二アミンは前記カルボン酸
無水物と比較したときに少重量で含有されるものである、反応生成物を含み、
　前記組成物は、更に、
　（ｉｉ）前記硬化性組成物の密度を低減させることができる充填剤、並びに、所望によ
り、
　（ｉｉｉ）
　　（ａ）アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニウム族の水酸化物を含む群から選択さ
れる少なくとも１つの化合物と、
　　（ｂ）少なくとも１つのリン含有材料と、の混合物を含む難燃性系、を含む、硬化済
み組成物。
［実施形態１２］
　２３℃にて少なくとも６０ＭＰａ、１３５℃にて少なくとも３５ＭＰａ及び１５０℃に
て少なくとも２０ＭＰａの圧縮強度を有する、実施形態１１に記載の組成物。
［実施形態１３］
　０．９ｇ／ｃｍ３未満の密度を有する、実施形態１１又は１２に記載の組成物。
［実施形態１４］
　ハニカム構造のセルの充填方法であって、
　実施形態１～１０のいずれか一項に記載の硬化性組成物を前記ハニカム構造に適用する
ことと、
　前記組成物を硬化させることと、を含む、方法。
［実施形態１５］
　ハニカム構造のセルを充填するための実施形態１～１０のいずれか一項に記載の組成物
の使用。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化性組成物であって、
　（ｉ）少なくとも１個の芳香族部分又は芳香族部分に水素付加することにより誘導可能
な環状部分を含み、かつ、芳香族アミン部分を含有しない、少なくとも１つのエポキシ樹
脂、
　（ｉｉ）
　　（ａ）カルボン酸無水物と、
　　（ｂ）３０℃～１００℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基を含
有する、第一アミンと、
　　（ｃ）５０℃～１８０℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基を有
する、第二アミンと、を含むエポキシド硬化剤系であって、前記第一及び第二アミンは、
これらが融点において少なくとも１０℃の差を有するように選択され、前記第一及び第二
アミンは、硬化剤系中で使用される無水物の合計量の０．５～２０重量％で含有されるも
のである、エポキシド硬化剤系、並びに、
　（ｉｉｉ）前記硬化性組成物の密度を低減させることができる充填剤、
を含む、硬化性組成物。
【請求項２】
　（ｉｖ）
　　（ａ）アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニウム族の水酸化物を含む群から選択さ
れる少なくとも１つの化合物と、
　　（ｂ）少なくとも１つのリン含有材料と、の混合物を含む難燃性系、



(5) JP 2012-522113 A5 2014.3.6

を更に含む、請求項１記載の硬化性組成物。
【請求項３】
　硬化済み組成物であって、
　（ｉ）エポキシ樹脂とエポキシド硬化剤系との反応生成物であって、前記エポキシ樹脂
が、少なくとも１個の芳香族部分又は芳香族部分に水素付加することにより誘導可能な環
状部分を含み、かつ、前記エポキシ樹脂が芳香族アミン部分を含有せず、前記エポキシド
硬化剤系が、
　　（ａ）カルボン酸無水物と、
　　（ｂ）３０℃～１００℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基を含
有する、第一アミンと、
　　（ｃ）５０℃～１８０℃の融点を有し、かつ、少なくとも１個の第一級アミン基を有
する、第二アミンと、を含み、前記第一及び第二アミンは、これらが融点において少なく
とも１０℃の差を有するように選択され、前記第一及び第二アミンは、硬化剤系中で使用
される無水物の合計量の０．５～２０重量％で含有されるものである、反応生成物を含み
、
　前記組成物は、更に、
　（ｉｉ）前記硬化性組成物の密度を低減させることができる充填剤、
を含む、硬化済み組成物。
【請求項４】
　（ｉｉｉ）
　　（ａ）アルカリ土類金属水酸化物及びアルミニウム族の水酸化物を含む群から選択さ
れる少なくとも１つの化合物と、
　　（ｂ）少なくとも１つのリン含有材料と、の混合物を含む難燃性系、
を更に含む、請求項３記載の硬化済み組成物。
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